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　Resiimee : Zwei Bauern, Manz und Marti, rissen unrecht eine tiichtigeFurche in einen herrenlosen
Acker hihein, jedesmal, werrn sie mit dem Pfltigenihrer Acker fertig waren. Des schwarzen Geigers
Acker fielin der Versteigerung nach einem ziemlich hartnackigen Uberbieten dem Manz zu. Damit
machte das Unrecht, in das sich jeder von ilinen dem heimatlosen Geiger gegentiber gesetzt hatte,
den einen Bauern。jetzt zwangslaufig zum　Widerpart des andern. Das Unrecht der beiden Bauern
deckte ihr latentes schlechtes Wesen auf, so claB sie notwendig untergehen soUten｡
　Obgleich die Vater in einer todlichen Feindschaften lebten, begannen die Kinder. Sali uhd Vrenchen,
einander zu lieben, zartlich>Ieidenschaft!ich und unbedingt. Die耳he war aber ihnen versagt; das
Gefiihl, in der biirgerlichen Welt nur in einer ganz ehrlichen und gewissenfreien Ehe gliicklichsein
zu konnen, war in ihnen lebendig. lhr Ehrgefiihl verweigerte ihnen aber auch die Erfullung aui3erhalb
der ordentlichen Welt. Es blieb nur der Tod. Der Liebestod befriedigte ihre reine, leidenschaftliche
Liebe und zugleich ihr Ehrgefiihl.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　1847年９月３日付の「チューリッヒ金曜新聞」のザクセン欄に，次のような記事かあった.1）「ラ
イプツィッヒ近郊のアルトハウゼン村に19歳の若者と17歳の娘とか，互いに愛し合っていたが，そ
の二人は貧困家庭の子供で，その親達は不倶戴天の仇同士であり，二人の結婚に同意しようとはし
なかった．．８月15日に，この相思相愛の二人は貧しい人々がよく楽しむ居酒屋に行き，そこで夜半
の７時まで踊り，それから，そこを一緒に立ち去った．翌朝，愛し合っている二人の死体が野原で
発見された．彼らは互い,に頭部をピストルで打ち合っていた.」
　作者ヶラーはこの新聞記事における下層民の死を賭してめ真剣で，純粋な恋愛に接して，今な
お，純粋な人間的な感情が下層民の間にに保持されている事実に深く心を捉えられた．
　ケラーは，すでに, 1846年アフォルテルン郡年報を評した中で，「今日必要なことは，先ず民衆
を彼ら自身の純粋な人間性の中へつれもどすことである．それで異様で風変りなもの，つまり，生
活に直結しない浅薄な好みを排し，冒険綺譚口碑伝説の類は，極力さけ，かれらの生活の場で純粋
な人間性の権威を指摘し，かれらをして人間としての自負心をもたらしめるような題材を選らばね
ばならない.」と述べている．
　上記の新聞記事における事件はそのような題材としての条件を満たすものであった．新聞にとり
あげられるような，生きた現実，時代，歴史の中の事件はつまり，民衆の生活そのものであり，少
くともそれに直結していると考えられるし，又，ごめ新聞記事には，ヶラーのいう「指摘すべき純
粋な人臣吐」が含まれているからである．更に又，すべての作家の腐心するところの題材としての
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新しさは，ケラーによれば，民衆か日日に生活の中で創造しつつあるもののうちにこそ求められる
からである．ケラーは架空の思いつきなどに新しさなどある筈.はなく，生きた歴史を作ってゆく民
衆の生活の場に取材したもののみが新しいという意味のことを次のように表弱している.2J「要する
に独創的な天才とか思いあがった主観主義者のいうような個性的，自主的，独創性や新しさという
ものは存在しないのである，……文化の運動の弁証法の中から生まれてくるものだけが，いい意味
で新しいのである.」
　以上の理由から，ケラーは新聞記事に題材を求め，生々として真実な作品を産出せんとしたと想
像される．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ
　上記の新聞記事に接して，間もなく，すなわち, 1847,年9月の末に，ケラーは日記に小説の最初
の部分の構想を記している．
　町二人の立派な陽に焼けた農夫が頑丈な雄牛を挺,つて三枚の畑をそれぞれ耕作している．この二
枚の畑の間に挾って三枚目の大きな畑が耕作されずに荒れたまゝ横たわっている．彼らは梨頭を返
しながら，もうすでに幾年も耕作されずに横たわっている真中の大きな畑について話している．そ
の畑が何故，荒れたまりこなっているかというと，その畑の落ちぶれた相続人か一定の住所も持た
ずに世間を放浪しているからである．この二人に対して好意ある同情を寄せながら再び二人は仕事
にとりかゝり，それぞれ，自分の畑の側から数本の畝を，その長さー＝杯にその見捨てられた畑から
鋤き取る．雄牛がゆっくりそして静かに鋤を更に引当続吟，二本の列が両側で出会っている間に，
二人の農夫は悪い世の成行きについて単調に話し始め，その際にしっかりした手つきで鋤を繰り，
それぞれ，あたかも他方の悪事に気づかないかのように振舞っている．太陽はひとり赫々と空にか
ゝつている.」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　几　・
　この日記には，すでに農夫の所有欲の対象としての耕地のモティーフがある．当時，すでに作者
の想像の中には，新聞記事に取材した「ロメオとユ.｀リア」のモティーフと結びついていたに違いな
い．この二つの短いモティーフを結びつけて「村の,ロメ
されるが，しかし，実際に作品の成立するまてには岫それから，･８年の歳月が流れている．生々と
して真実な作品を生むためには民衆の生活に取材したごのような,題材に作家の造形力が働きかけ惨
透し，これを純化して簡易・明晰・真実な古典的様式にまで高めなければならなかった．ｏ「とに
かく，私は最も偉大な簡易と明晰を自分の那理にしだ，陰謀でもない，葛藤でもない，偶然でもな
い，人間の激情とか内的必然性をもった争闘とか，純粋に次々,と観客を動かして･いくことだ．そし
て，この場合，観客に何か，いかにして起こるかそのすべてを出来るだけ完全に鳥瞰して予見させ”
ることだ」と1851年９月Baumgartner宛に自己の笑芸創,作におけ宍る様式上の原理を書いている．
更にその２年後，すなわち1853年８月　Hettner宛に「私はいつかは何かまったく必然的で根底も
あり渾然とまとまったものを制作することになるだろう」と｀リアリズムの根本原理を述べている．
ケラーのリアリズムは事実の正猫,な描写だけで満足しなかった．それは常に様式化する.ことであり
全て本質的でないものを排除し，表現さるべきもののみを象徴的な事実の世界に移し植えることで
あった．こうしてケラーは民衆の生活の中から，詩の本質に適合するものを摂取し，それをすぐれ
た筋と性格描写をもって典型的なものに高めていった.-ﾘ.カルダ・フウフによれば5J「これらの物
語（ゼルトヴィクの人々）が他の作品にすぐれている所以めも四は，もともと素材という死滅すべ
きものを，彼の創造的精神の血潮の中に消去することに，作者が非常な成功をおさめていることに
ある．従って形式は軽快に明晰に永続的にすらなっており，かつ何か完成したものを眺める幸福感
を起こさせる」のである．このような経過を経て1855年の夏「村のロメオとユリア」の成立を見る．
　「村のロメオとユリア」は10篇からなる短篇集「ゼルトヴィタの人々」の１篇であるか，この
「村のロメオとユリア」はケラーの文学理論のもっともよく実践岑れている作品である｡この作品
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は，その内容の豊富さにも拘らず，筋が最初から最後まで，簡易に，首尾一貫して，そして鳥瞰的
に予見出来るように発展している．又，この作品は筋が実に巧妙なレアリスティッシュな伏線によ
って漸次，発展するように構成されている．この作品では，物語の発展が，二人の農夫のエゴイ
スティッシュな不正行為から端を発し，そのことによって，彼らの子供ゲーリーとヴレンヒエンが
愛し合うようになり，ついにはLiebestodに至ることになるが，作者ケラ＝-はザーリーとヴレンヒ
エンのLiebestodを筋の発展の中で充分に動機付け，不可避的なものとして描いている，
　以下，二人の農夫マンツとマルティの没落とそれによるザーリーとヴレンヒエンの悲劇的な結末
に至る過程の必然性について作品に即しながら述べてみたいと思う．
　ある陽の照り輝く９月の朝，なだらかな丘をおゝつてあたかも三木の巨大なリボンのように並ん
で長々と延びている見事な三枚の畑のうちの両端でマンツとマルティの二人の農夫が，それぞれこ
の地方固有のやり方で耕作しながら，この丘の上.の畑を二つの星のように沈んではまた現われて来
る往復運動をしている．どちらも背の高い骨組のがっしりした四十歳前後の男でいかにも堅実で賢
く落着いた働き者のようである．彼らは二人とも村で指折りの豪農のうちに数えられている．折し
も７つのザーリー・マンツと５つのヴレンヒエン・マルティとか，自分の父親に朝の軽食を乳母車
に入れて仲良く運んで来る．大人たちは，親しい隣同士として仲好く朝の軽食に舌鼓を打ち，食事
が済むまでおとなしく傍に控えている子供らに満ち足りた温かい心で食物を分けてやっている．
　この小説の冒頭の二人の農夫とその子供たちの様子はいかにものどかで，平和な秩序ある生活情
景である．こ丿こは，後に見るような彼らの悲惨な境涯の萌芽の一片すら見出せない．その後，食
事をしながら二人の間に，真中の荒れ放題になっている畑が将来，ゼルトヴィラの役場の手で競売
に付されることになるかも知れないこと,や，その畑の持生か誰であるかということなどについて会
話がなされるが，彼ら二人は真中の畑が黒いヴァイオリン弾きのものであることをその顔から判断
して心の奥では確信しているが，手入れさえすれば見事な畑になる，この荒れた畑を法律的には黒
いヴァイオリン弾きのものになっていないことをいいことにして，いつかは自分のものに’したいと
いう，農夫特有の，土地に対する貪欲さがこれを敢えて認めようとはしない.6’「間違いは人め常，
だから洗礼証書か何かほんのつまらない書吉付けの切れ端でも罪深い10人の顔よりも自分の良心に
は有効である.」などといって彼らは，人間の顔を見抜く眼よりも洗礼証書の方に，より多くの価
値をおいている／紙切れの方が人間の顔よりも一層確実で信頼がおけると，勝手な，自分に都合の
いい，エゴイスティッシュな考え方をしている．最初の会話における，こういったずるい考え方
に，二人の農夫マンツとマルティが将来辿らなければならない没落へ,の萌芽が認められる．一方，
世俗に汚されている両父親とは対照的に無邪気な子供たちは石ころだらけの雑草の生い茂る荒れた
畑の上をあちこちほっつき回ったりして無邪気に遊んでいたが，ついに，遊び疲れて幼い二人は明
るい秋の正午の太陽の下で寝入らてしまう．その間に，両父親マンツとマルティとは，それぞれの
畑を耕し終えるが，なおも，真中の他人の荒れた畑へ二人とも大きな一畝を鋤き込むのである．
　作者はこゝで汚れのない純粋な子供の世界と父親たちの世俗的な汚濁に充ちた世界を対比的に描
く．後に，二人の子供の無邪気な遊びは純粋で一途な愛へと発展するか，父親たちの，この不正行
為は没落の不幸を招き，延いては，自分たちの子供の悲劇的な死をも招来するのである．二人の農
夫は一見堅実で思慮深く，働き者に見えたが，それは実は表面だけのことであった．
　ケラーは二人の農夫の畑の真中に持主不明･の，将来，役場の手で競売に付されるかも知れぬ畑を
置き，彼らの土地所有欲を刺激させ，それによって彼らの本質を吟味するのである．作者ケラーは
7）「他の村人でも同じ立場におかれりf3分の２まではやりそうなことだ」と彼らの不正を日常的に
よく起りうる性質のものと説明しているが，しかし，ケラーはIこの不正を契機に二人の農夫マンツ
とマルティの中に今まで秘められていた低劣な本質を徹底的に暴き出していくのである．上人の農
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夫は，その後も毎年耕作の時期になると，その不正を繰り返して行き，その真中の畑は毎年細くな
って行く．ケラーは彼らの毎年繰り返される不正行為が自分とその家族に将来どのような不幸をも
たらすかを8’「運命の披は，こうして，すれちがって行こうとしているのに．,何を織っているの
か，織り手は知らない“」と述べて，彼らの結末を暗示する.≒真中の荒れた畑に対する彼らの不
正によって掘りおこされた石ころはみなこの畑に投げ込まれるので9J「これらの石がついに畑を縦
に貫いてちょっとした山の背を高く形造るようになったので，･午供たち（ザーリーと.ヴレンヒエ
ン）は大きくなっていたけれども，向うとこちらの畑を歩いていても，もはや，お互いの姿を見る
ことは出来なくなった.」画家的才能のある作者ケラーは風景を生々と印象的に精彩な筆致で描き
出すが，このような描写は単に絵罪f的な価値を持っているだけでなく，深い象徴的な意味を湛えて
いる．二人の農夫の不正行為によ,つて，畑の境界か石で虻って高く築かれて行くと同時に，人間と
人間との心の境界も，それに応じて相通ずる道を夫って行く．現実め事実描写が絵画的な動的な美
しさで描かれているその裏には，人間の心理と運命の行方をも暗示する象徴の手練がひそんでいる
のである．そのうち真中の畑が競売に付され，結局，ヤンツが競り落とすことになるが，マンツは
競売に付される以前には，お互いに相手の不正を黙認していたにも拘らず，真中の畑が，今や自分
のものになると，これまでマルティが，その畑から不法に削り取った部分を返して呉れといい出す
が，マルティは，マンツがあの畑を現在のまゝで買ったんではないかと云って返そうとしない．こ
のことから端を発して，マンツ家とマルティ家は反目し合う/ようになり，結局，二人の間に法廷の
争いが生じ，双方とも破滅するまでは手を引こうとしない,．即「かつてはあれ程賢明な男たちの思
応が今では切りわらのように短くちょん切られ，どちらの男の頭も世にも偏狭な権利観念で一杯に
なった．……マンツには，なお，均整と平行線に対する妙な好みが加わっていたゝめに彼はマルテ
ィが気違いじみたほしいまゝのうず巻き曲線の存続を頑強に主張し抜くその気迫いじみた強情さに
よって本当に侮辱されたと感じた.」また，・ﾉしjティの方も自分を侮辱しているとしか思えない相
手のやり方に妙な名誉心を傷つけられたと考え，「控え目もなしに争いの情熱とそこから結果する
没落に身を委ね，彼ら.の生活はその後，地獄に落ちた二人か狭い板切れにのって，暗い川を押し流
されつつ，相争い，空へ切り込み，自分自身につかみかふって不幸を捕えたと思い込んで身を滅ぼ
すといった，そういう者の悪夢のような苦しみに似ていた.丁作者ケラーは彼ら二人を互いに衝突
させることによって，貪欲・利己心・奸智・虚栄心・頑迷・独善.･傲慢・粗暴等の彼らの道徳的渥
点を徹底的に暴き出して行き，最後に，二人の農夫の低劣な本質に見合った没落の運命を与･えるの
である．従って，マンツとマルティの不正行為とそれによって生じた二人の仇敵関係，更にそれに
よる没落はすべて，偶然に生じたものではなく，才ンツとマルテ.イの本質に潜在する，前に挙げた
ような，彼らの卑しい諸性格から必然的に生じたものである．一方iヤンツとマ,ルティの醜い争い
と並行七てケラーは後半におけるゲーリーとヴレンピエンの純粋ごな愛の伏線として彼らの子供らし
い，無邪気で可憐な交渉を描くことを忘れない．
　両父親が口論した日の翌日，畑に駆り出されて，11歳のゲーリーが仕事をしていると，そこヘヴ
レンヒエンがこっそり抜け出して来て勇敢に手伝う.∧ごのようにしてザーリーとヴレンヒエンとは
久し振りに近づき，心から幸福になり，快活になど　ｕ）「彼ら二人にとっては,この素晴らしい日は
決して終ってはならないし，また終る筈もないかのよ:うに思える」.のである．父親同士が反目し合
っているにも拘らず，その子供たちはともに仲良く,遊び，そのことに心から幸福を覚える．この子
供たちの無邪気さと純粋さとがよく表現されているブこのようにしてザーリーとヴレンヒエンとが
一緒に楽しく愉快に遊んでいるところへ，マンツと乙マ々ティがやって来て，自分の子供を激しく叱
,りつけるので，「二人の子供はひどく悲しくなって泣きながら家へ帰って行った．そして彼らは今
になってみると実は何故にそんなに悲しいのか，その理由は今の彼らには，先刻，あんなに楽しか
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つた訳と同様に,･やはり．分っていなかった.」　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　11歳のザーリーと８歳のヴレンヒエンとの間に，彼ら二人には未だはっきりとは自覚されてはい
ないが，純粋な愛の萌芽のあることが感じられる．しかし，この淡い愛のつぼみも両父親の睨み合
いの関係のため，当分は，つまりは,JO年後の小川での再会の時まではつぽみのまゝで留ることを
余儀なくされる．父親同士確執し合っている環境の下で敢えてこの愛のつぽみを開花させるにはあ
まりに彼らは幼なすぎたのである．
ケラーは，この二人の幼い頃の未だ自覚されない愛を描くことによって，後の小川での再会によ
る二人の愛の結びつきをわれわれに容易に納得させようとする.
　10数年後に，ゲーリーを連れだマンツとヴレンヒエンを連れたマルティとか魚取りに小川に来て
ばったり出会い，両父親は取っ組み合いの争いをする．「魚取りはゼルトヴィラ市民が身上をつぶ
した後にする一つの主要な仕事であった．……空fa
うしい日には，どんな日よりも一番多くこうした人が流れる川に沿って立ち並ぶ」と，ケラーは二
人の没落した農夫が小川で出会う蓋然性のあることを述べ，このことを小川での再会を納得させる
伏線にする．この小川でのマンツとマルティの争いは長年に亘る積り積った恨みつらみをぶつけ合
っての争いであるが，これは彼らの全生涯にわたる争いめ，いねば，総決算ともいうべき実に深刻
で悲惨なものである．
　小川での再会を契機に20歳のザーリーと17歳のヴレンヒエンに主役が移り，父親同士が反目して
いるにも拘らず，二人の愛は，これまでの無邪気なものから，自覚された愛へと進んで行く．小川
での再会以前は，二人の子供は彼らの父親のエゴイスティッシュな不正行為による没落によって，
精神的には全く孤独であり，又，前途に希望も目的もなかった12)「ザーリーは自由な身だったに
も拘らず，日々の生活が少し虻愉快でなく，また，眼の前にはまともなことがなく，自分もまとも
なことを少しも学んでいないという気さえしたが，それもその筈で，マンツの家では，久しい以前
から，前後脈連のある合理的な仕事の類が顧られなくなっていたのである．だから，彼としては無
上の慰めは，自分の不湖の立場とさし当,たり何の過失も犯していないことを自負するという程度の
ことであったが，そうした自負から高くかまえて，その日その日を送り，未来からは眼をそらせて
いた.」このような状態の中で，二人を再会させれば同病相憐れむといった気持も働いて愛し合う
ようになるのは当然であろう．
　ケラーは小川で再会した日の翌日のゲーリーの気持の変化とヴレンヒエンに会いに行く動機を次
のように述べる13)「この日，ゲーリーは，自分が用なしだとも不幸だとも，また，哀れだとも希
望がないとも感じず,．それどころか，ヴレンヒエンの顔や姿を心に拙くだけで手にあまるほど忙し
く，･来る時間も来る時問もそれにかゝりきっていたが，ところが，それに熱中している間に，肝腎
の対象が，ぼやけて殆ど消えてしまったような気持がして来た．いいかえれば，彼はヴレンヒエン
の容貌が精確にどんなだか，実は知らない．漠然と記憶してはいるか，それをいい現わして見よと
云われたら，出来ないのではないかと思い込むに至ったのである．……顔だちの一々までも思い浮
かべて楽しい気持でいたいのは，幼い少女だった頃のそれであって，実をいうと，昨日，見たそれ
は‥巴い出せなかったのである．この場合，もしヴレンヒエンの顔がどうしても，二度と見られな
いというのであったら，彼の想像力もきっとなんとか才覚して，愛ら･しい彼女の顔を一線一画落と
さずにちゃんと組立てて見せたに違いない．けれども，彼の想像力は，今やずるをきめて，頑強に
勤めを果たすことを拒んだ，というのは，眼が権利と快楽を猛烈に要求したからであって，だから，
午後になって太陽の暖かい明るい光が黒ずんだ家々の上層部を照らした頃／当のゲーリーは前の門
を出て，昔な七みの故郷へと足を急がせていたのである.」こうして，ザーリーはヴレンヒエンに会
って，二人は現実を忘れて，幸福感に浸るが，再び，現実に戻り，麦畑を去ろうとした時にLそめ
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辺の様子をうか,ぐっているヴレンヒエンの父親に気づく.＜この出会いにも，ケラーは伏線を用意し
て，この出会いの蓋然性を納得させようとする．すなわち，ヴレンヒエンに会いに行く途中のザー
リーとこれも昨日の仕返しにゼルトヴィラのマンツのところへ行く途中のマルティとの出会いを，
ケラーはマルティの，若い二人の前への出現の伏線とする．昨日の恨みと用のない落ちぶれ者の意
地の悪い鋭い勘がマルティを途中から引き返させ，二人の前へ出現させたと，ケラーはマルティの
行動を動機づける．それに続いて，マルティの乱暴とザーリーの傷害事件とをケラーは不可避的な
こととして描いている．自分の娘がゲーリーと仲好ぐー緒にいるところを目撃すれば，マンツ家と
の従来の敵対関係から，又，特に昨日の恨みから，マルティかそれを黙認する筈はないし，又，半
ばヴレンヒ･エンを気遣って，半ば激怒から問題の畑の石の山から拾い上げた石でマルティの頭を強
打し白痴にさせる．ザーリーの傷害事件も，彼女へ｀の愛から充分に考えられる．
　ヴレンヒエンは父に対するゲーリーの傷害事件か自分かちの愛の克服し難い障害になると考え，
大いに未練を残しながらもゲーリーと一旦は別かれるが,I父親を施設に託けて，全くの孤独になる
と，ゲーリーに会いたいと気持がつのって来て病気になりかねない程になる．そこへ思いも同じザ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.1陶　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．－リーが来る訳であるが，別れる前に，一度，ダンスをして，心から愉快に遊ぽうということにな
る．
　別れる前に一日だけ楽しく遊んで過ごそうという計画がざてどうして死の転帰をとるに至ったの
か．
　ゲーリーとヴレンヒエンには　Liebestodへの道以外に取るべき道かなかった訳ではない．可能
性として，二本の道があった．その一つは市民社会への道であり，他の一つは黒いヴァイオリン弾
きに代表される浮浪者の世界への道である．第一の道しすなわち，市民社会への道を取る場合，彼
ら二人は幸福な結婚を諦めねばならなかった．ザーリ，もヴレンヒエンも幸福な結婚を切に望んで
いるが，「しかし，申し分のない土合に立ってのそれか望みである」といっているように，二人の
幸福な結婚に「申し分のない土合」が必要不可欠であった．ところが，この「申し分のない土合」
は彼らの父親か不正を犯して破壊してしまっており.，今の若い二人にはそれが欠けていた．市民社
会においては結婚による幸福を得るためには「申し分のない土合」を必要不可欠と考えていたゲー
リーとヴレンヒエンにとって，この「申し分のない土合」の欠如は幸福な結婚の重大な障害をなす
ものであった．更にまたザーリーとヴレンヒエンの前にはザーリーの手で廃人にしてしまったヴレ
ンヒエンの父の存在かあった．この事実も「名誉ある，良心に恥じない結婚」すなわち「申し分の
ない土合」に立っての結婚による幸福の享受の障害をなすものであった14J「私は奉公でもしなけ
ればならない，世間に出て，でもあなたなしではそれ化耐えられない，しかし，私はあなたと一緒
にはい９までも決してなれない．他の事は一切ない尽しても，あなたが父を打って白痴にしてしま
ったことだけでも．―緒になれてもこのことかいつまでも私たちの結婚の悪い土台石になって，私
たちはいつまでも決して心配が絶えないと思う．いつま七たって’も決して.」とヴレンヒエンがゲ
ーリーの，父への傷害事件が良心の負担となり，幸福な結婚の決定的な障害をなすと考えていた．
このことはザーリーも同じく思っていることであった15)「市民社会では名誉ある，良心に恥じな
い結婚でなければ幸福になれないという気持かゲーリーの胸にもヴレンヒエンの胸にも生きて働い
ていた．世間から見捨てられた二人の胸にもなおかつそ.うした気持があるのは／彼らの心の中で，
名誉心が最後の炎を上げているからであった.」･ほ間から見捨てられながらも，なおかつ，対世間
的名誉心を捨て切れずにいるのは，感じやすい幼少時代に自分の家に名誉が保たれているのを見聞
していて，彼らの記憶に子供の時には，何不足なく育てられたととや父が社会的信頼を受け尊敬さ
れていたことが残っていたからであった．従ってザ，リーとヴレンヒエンが言民社会に生きようと
すれば，結婚を断念しなければならなかった．しか七，1°）」私たちは，一緒になれないというのに，
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私は，あなたと離れることは，もはや，ちょっとだIけでも，一分だけでも出来ない.」とヴレンヒ
エンは云うが，相愛の彼らが真実の人問として日曜日の楽しい幸福を味った時に，もうお互いは離
れることは出来なかったのである．一方，第二の道，すなわち，黒いヴァイオリン弾きに代表され
る浮浪者の世界への道を進めば，なるほど一緒になることは出来るかも知れない．黒いヴァイオリ
ン弾きが暖かい語調で二人に自分たちの世界へ誘っている．「……ぐずぐずしないで，われわれの
仲間と一緒に山へ行こ肌山では牧師も金も書付けも名誉もペットも必要ではない．たらお前た
ちにー緒になろうとする÷分な用意さえあればいいのだ」と．これに対して，ザーリーは17「君は
それをどう思うか，世間を一切気にせず，その代り邪魔も束縛もなしに愛し合えることは悪くない
と思えるが」と，ヴレンヒエンに云う．幸福な結婚には牧師や金や書付け（洗礼証書とか市民証書
を示すものと思われる）や名誉やペットと云った「申し分のない土合」に属するものを必要不可欠
とする世間をすっかり蹴とばして，黒いヴァイオリン弾きらの世界へ入って行けば，そこで誰憚か
ることなく愛し合える筈であるから．しかし，作者ケラーは18’「それはむしろ絶望のあまりの冗談
で，まじめではなかった」とゲーリーの真の気持を述べる．ヴレンヒエンも「いや，そんなところ
へは行きたくない．それも，私の思い通りに行かないから.」とヴァイオリン弾きらめ世界を拒む．
何故なら，黒いヴァイオリン弾きらの世界は市民社会から見放された堕落と享楽の，無秩序な世界
であり，ザーリーとヴレンヒエンの素朴な純粋な倫理感とは相容れぬ世界であるから，あのような
享楽と無秩序な世界では，到底，純粋な愛を全うすることは出来ないと，ヴレンヒエンは黒いヴァ
イオリン弾きらの世界の実態を見て直感する．つまり，そのような世界へ入って行くことは，二人
の良心に恥ずべきことであり，そのことを彼らの対世間的な名誉心が許さないのである．
　ところで，彼らは，何故，そんなに対世間的名誉心に執着するか．対世間的名誉心は彼ら自身と
世間を継ぐ絆のようなものであり，この絆を断つことは，すなわち，対世間的名誉心を捨て去るこ
とは，世間を見捨て，世間から見捨てられることである．世間を見捨て，世間から見捨てられては
二人は幸福になり得ないから．
　この小説の初版本にケラーは次のように書いている．川「たった一つしか咲かせない植物も多
いのに，この花でさえ嵐にうちのめされたり，箱にやられたり，長雨にいためつけられたりする
と，絶対に実を結ぶことはしないものである．荒野や不毛の沼沢にさびしく咲く花も少くない
が，こゝでも，時々，酸っぱいしなびた実の出来るぐらいが精一杯のところである．なぜならヽ，
すべての立派な実はみな一緒に実るもので，麦の穂もぷどうの房も何千何百となく一緒にできる，
ものだから.」この個所は再版のときに削除されたのであるが，それはあまりにも解説的で，生
きた描写ではなかったからであろうと思われる．ザーリーもヴレンヒエンも世間を見捨て，世
間から見捨てられては，幸福になり得ない，それかといって，家庭に帰れば員家の確執という
鉄壁が二人の前記立ちはだかる状態にあるわけだから，二人にとって，世間という共同体も家庭
という共同体も同じーつのもので別々なものでなかった．つまり，人間は窮局的には共同体という
社会性の外側にいる限り，その愛を生かすことは出来ない，ということを作者ケラーは美しい花
が咲いたり，立派な実のなるのは，共同体の内でしかないと書いて象徴の深かさを与えたのであ
ろう．
　こうして，ザーリーとヴレンヒエンは第一の道も第二の道も拒んだのであるが，しかし，愛を貫
くことを決して断念しようとはしない．ゲーリーの20)p混乱した頭が,打開の道を発見しようとも
がきはするが，全然，見つからない．彼の身のしかないこと，希望のないことは，必ずしも打ち勝
てない問題ではなかっただろうが，しかし，試練と諦めのための長い年月を覚悟して，それに耐え
るには，彼の若さや世間知らずの情熱が適性を欠いていた.」
　幸福な結婚生活を送るのに不可欠な「申し分のない土合」は二人の対世間的’名誉心を支えるもの
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であるが，しかし，その「申し分のない土合」を得るまでの，たとえ長い年月にわたる試練と諦め
にとりかゝ,つても，彼らの若さと初心な情熱がそれに耐えることが出来なかったのである．もは
や，21）「波立つ彼らの血潮はすぐにも合流することが，おそ･らくは，何よりの願いだった.」結局,’
彼ら二人は愛と名誉心とを同時に満足させる第三の道として,’心中の道を選んだのである．彼ら二
人は愛の甘い杯を最後の一滴まで飲み干して死に赴くのである･．　　　　　　　　　　　　　　ユ
　この小説には，始めから終りまで，何か人間の力ではどう･しようもない大きな運命の力も働いて
いるように思える．　　　　　　　　　　　　　　．，グ
　「迎命の枝は，こうして，すれちがって行き交うているの,に，何を織っているのか，織り手は知
らない」と二人の農夫の没落を暗示する表現，肖「時には，運命がその一例をとり挙げて，そうし
た家の名誉や財産を大にしようとしている野心家二人に鉢合わせをさせ.すると，この二人はきま
って二頭の猛獣のように角突き合いをして殺し合わずにおかない」と，彼らの破滅の宿命性を強調
する表現，更に，グロテスクな黒いヴァイオリン弾き,を登場させ23J「お前らは，おれより先に生
身の人間の免れぬ道を辿るのをきっと見とどけて朧るぞ」と不吉な予言めいたことを云わせ，ザー
リーとヴレンヒエンの悲劇的な結末を暗示する表現，24や突然」25)「暗い星」が姿を現わし，二人
は妙なまじないの下に入って26）「心ならずも，その気味のわるい‥奴にしたがった」とか「彼は（ザ
ーリー）ウ゛アイオリン弾きの話を聞いて，ついて行ぐ気にはならなかったが，しかし，ひどく頭を
ひっかきまわされたのだった」とか，黒いヴァイオリン弾きに無理矢理，結婚式を挙げられ，彼ら
の根城の山に来るように誘われたゲーリーとヴレンヒエンは「頭がすっかり混乱していたからまた
もや云われるまりこなって皆んなの先頭に立って行く」とかの表現があるようににケラーはこの小
説にデモーニッシュな黒いヴァイオリン弾きを登場させ，彼のもづ不可抗的な力の影響を若い二人
に与えることを示す迎命的な表現を用いることによって，超自然的な雰囲気を全休に漂わせて，二
人の農夫の没落と若い二人の悲劇的な結末の不可避性を強証しようとするのである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四
　ゲーリーとヴレンヒエンの死について，作者ケラしぱこの小説の結尾に新聞記事の形で27)｢…
…若者たちはこの舟を盗み出して舟の中で自暴自棄の神の顧ぬ結婚をとげたものと推定されるが，
これまた，まさに，蔓延しつつある風俗楽乱，恋愛放縦化め二つのしるしであろう.｣と書き添え
ているが，この記事は市民社会の一般的な見方を示すもしのて，作者自身の見方では勿論ない．この
記事は，若い二人の死を，その裏に，いかに真剣で純粋な愛と純粋な倫理性に裏打ちされた名誉心
との矛盾相剋があったかを知らずに，その表面だ吋を見て書いたものであり，市民社会では，二人
の死は訓からも理解されないのである．
　彼らの死は彼岸を望んでの死ではない．ヶラーは人間における自然を尊ｍし，人間性に即した生
き方を幸福の基礎と考える．しかし，その反面23)｢真の意味で自然的なものは同時に倫理的であ
る｣ともいっているように，ヶラーは人生に対する誠実な態度と自分の行為に対する責任を厳しく
要請するのである．
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